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５０周年記念式典 ピアノリサイタル 

 創立 50 周年を迎えて～地域に支えられた 50 年を振り返って～ 

校長 小谷 亜弓 

 令和2年度、本校は創立50周年を迎えました。本校の前身である肢体不自由児特殊学級「や

まゆり学級」が横須賀市立養護学校分校となった開校から、半世紀という大きな節目です。そ

の間、小学部190名中学部216名の児童生徒が本校を卒業していきました。現在の在校生や

卒業生及び保護者、関係者だけでなく、長きにわたり本校のためにご尽力をいただいた多くの

みなさまに心より感謝申し上げます。  

 本校のような小さな市立の特別支援学校は、全国でもあまりない存在です。50年という歳

月の中、地域に根差し、横須賀市が肢体不自由教育特別支援学校を維持・充実させてきたこと

に大きな意義を感じ、今後も子どもがよりよい環境で学べる学校をめざし取り組んでまいりま

す。  

 子ども一人一人には個性があり、それぞれに応じた学び方があります。本校は、社会の中で

よりよく生きる子どもの育成に重要な義務教育段階を担う学校です。小規模校だからできるこ

とを活かし、一人一人に応じた多様な学びの場の設定を意識した取り組みを今後も進めてまい

ります。  

 インクルーシブ教育の時代になっても、専門的な教育に取り組む特別支援学校のニーズは高

いものがあります。横須賀市には、本校を含めた特別支援学校が5校あり、それぞれが特色を

生かした教育活動を展開し、センター的機能の役割を果たしています。半世紀の間、この地域

性に支えられ充実した教育を進めることができました。今後も横須賀市立養護学校だからこそ

できることに取り組んでいきます。 今後ともご支援をよろしくお願いします。  

 

 １０月２２日(木)、横須賀市立養護学校の創立５０周年を記 

念して、ピアノリサイタルが行われました。演奏にはピアニス 

トの宮川久美さんが来てくださいました。今回は感染症対策で 

小学部と中学部に分かれての集会でしたが、やまゆり会が募集 

した子どもからのリクエスト曲を生演奏で聴くことができまし 

た。聴き馴染みのあるメロディーが流れ、手を叩いたり身体を 

揺すったりして笑顔でリズムにのったり、自分がリクエストし 

た曲を聴いて感動して涙を流したり、ピアノの音色の心地良さに目を閉じて集中して音

楽を聴いたり、どの子どもたちも素敵な時間を過ごしました。  

          全校で集まって保護者や地域の方々と一緒に５０周年をお祝い

することはできませんでしたが、このピアノリサイタルに合わせ

て一人一人がコツコツと紙を貼り、みんなで５０周年を祝う一つ

の作品を作りあげました。 
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宿泊学習（小 5）＆シーパラダイス（小６・中３） 

 

授業参観 
 

 
ＹＹボイス！ 市立養護学校へのご意見を「YYボイス！」として受けています。          
◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■◇■ 

 
学校代表メールアドレス        admini@yougo-sh.yknet.ed.jp  

 【宿泊学習】 
 コロナ禍でしたが、感染予防に取り組み宿泊学習を１１月に実施しました。お風呂で汗を流

し、YRP のレストラン「ローズテリア」を貸切同様で広々と利用させていただき、夜のレクは、

火の神、ダンス、花火、風景映像、etc、ここでしか味わえない体験を満喫！そして、学校での

お泊りでひとまわり成長した５年生でした。 
 【シーパラダイス】 
 10 月 29 日に中学部、10 月 30 日に小学部が修学旅行代替行事として八景島シーパラダイス

に行ってきました。パラダイスクルーズという船で、大海原へ出航したり、たくさんの魚やイ

ルカのショーを見て癒されました。昼食はレストランでおいしいご飯を食べました。旅の最後

には、お小遣いで自分や家族へのお土産を買うことができました。２日間とも晴天に恵まれ、

たくさん思い出をつくることができました。 
 

 【小低】１１月２６日（木） 「ミニうんどうかい」①ラジオ体操②鈴わり③パラバルーン 
 『集団かだい』の授業の中で昨年のビデオを見ながら、少しだけ「運動会ってどんなの？」とい

う学習をしました。そして参観では日頃の授業の様子を中心に運動会の体験を交え、これまでの学

習の成果や大好きな活動の様子を披露しました。鈴わりは、各々の方法（SRC ウォーカー、足こぎ

自転車、車いすの自走、先生と引っ張りっこなど）で鈴の下まで移動した後、割れるかなぁ・・と

ドキドキしながらひもを引いて鈴を割りました。パラバルーンはリズム運動で行っている大好きな

活動です。パラバルーンの風を感じて、素敵な表情で楽しんでいる様子を見ていただきました。お

家の人の応援を受けて、緊張したり、頑張ったり、恥ずかしくなったり…貴重な時間となりました。 
 【小高】１１月２７日（金） 
 赤組と白組に分かれて、「ラジオ体操」「玉入れ」「パスサッカー」の 3 種目を行いました。玉入

れでは、お家の方々の応援があったせいか、本番が一番たくさん玉が入りました。パスサッカーで

は、全員が 1 回以上ボールにさわるルールを守って、協力してボールをゴールに運ぶことができま

した。最後は、全員に「がんばりました！」のメダルをもらい、参観してくださったお家の方々に、

すてきな笑顔を見せることができました。 
 【中学部】１１月２５日（水） 
  今年度は例年のような形で運動会を行うことができませんでしたが、授業参観の中でミニ運動

会という形でダンス（表現）「WA になっておどろう」とリレーを行うことができました。ダンスで

は、曲を聞いたことがある人もいれば初めて聞く人もいて、最初はなかなか定着しませんでしたが、

『リズムうんどう』の授業で取り扱ったり、朝の時間に聴いたりと回数を重ねていくにつれて笑顔

が多く見られ、自然と身体が動いてくるような感覚になり、本番も教職員含めとても楽しい雰囲気

で歌って踊れました。リレーは今回順位を決めず、普段『からだ』の時間や個別学習、日常生活で

頑張っていることを披露しました。コロナウイルスの影響で大きな声援を送ることができませんで

したが、拍手をしてお互いの頑張りを称えながら、懸命に頑張っている生徒の姿がとても印象的で

した。 
 
 
 
 


